
 

 

 

 

 

 

 

 

　令和６年度 事業報告について 
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１－１　基本理念　 

 
 

 

１-２　基本方針 
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２ｰ１  地域貢献ＲＯＩ（平均値） 
 

・目標 ：１０．０　 

・実績 ：１０．９(算出根拠：1,731,678,041千円÷157,754,206千円) 

※間接効果（広告換算費等）を含めたROIは、24.6 

　　　　　　　 （算出根拠： 3,893,250,219千円÷157,754,206千円） 

　　　 

２ｰ２  平均消費額、満足度 
 

・目標 ：　消費額　２５，８２７円　　満足度５０％　 

・実績 ：　消費額　２７，８０３円　　満足度４２％（※）　 

（福島市へのご宿泊ありがとうキャンペーンにもとづき検証） 

※消費額は、宿泊料金（2名1室/1泊2食付の1名分料金）と現地消 

費額の合計 

※満足度は７段階評価で最高評価「非常に満足」と回答した人の割合 
 

２ｰ３  個別事業ＫＰＩ目標達成率（４５指標の平均値） 
 

・目標 ：　１００％ 

・実績 ：　１０１．４％ 

 

２ｰ４　事業別ＫＰＩ達成状況 
 

・受託事業（２指標）　　　　　　　　　　　　：１４２．０％ 

・収益事業（４指標）　　　　　　　　　　　　：１０３．５％　 

・外貨獲得戦略事業（１２指標）　　　　　　　：　８２．１％ 

・関係人口拡大戦略事業（３指標）    　　　　：　８８．９％ 

・認知/理解/共感獲得戦略事業（２０指標）　　：１０８．１％ 

・ＭＩＣＥ誘致戦略事業（２指標）          　：１３５．３％ 

・その他事業（２指標）　　　　　　　　　　　：　９０．０％ 
 

２ｰ５　ＲＯＩおよびＫＰＩの考え方 
 

①地域貢献ＲＯＩ（Return On Investment/投下資本利益率）算出方法 

（地域貢献効果／直接効果＋間接効果）÷（投下額／事業費＋人件費） 

・直接効果：主に経済効果　・間接効果：主にコマーシャル効果 

・目標を『ＲＯＩ』とした理由：当会の存在意義は地域への貢献であるためＲＯＩ数値が大きいほど

レバレッジが効いている（貢献効率が高い）状態を意味する。 

・例：ＲＯＩ『7.0』とは投下額1億円で、地域貢献効果が7億円におよぶ状態のこと。 

②ＫＰＩ（Key Performance Indicator/重要達成度指標） 設定方法 

・ＫＰＩ設定方法はOKR（Objectives and Key Results/目標と主要な結果）に拠る。 

・OKRとは、当会目標ＲＯＩ『7.0』を達成するために講じる手段に対してＫＰＩ設定し、常に検証や

補正を行う目標達成アプローチである。 
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２ｰ６　ＲＯＩおよびＫＰＩ総括評価 
 

①ＲＯＩ（主要評価指標） 

地域ＤＭＯとして地域貢献/価値創造を戦略基本に事業展開した結果、目標ＲＯＩ『10.0』に対して『

10.9』を達成することができた（広告換算費等など間接効果を含めた場合のROIは、24.6）。特に、ふ

るさと納税運営事業は地域貢献（直接）効果額全体の97.5％（1,687,729,000千円）を占め、ＲＯＩは

『36.2』を記録するなど、地域貢献事業の大きな柱となっている。 

②ＫＰＩ（個別事業評価指標） 

　ＲＯＩ『10.0』を達成するために講じる手段の評価指標である『ＫＰＩ』については101.4％となり

目標値を上回った。 

 

 

 

  

 

令和７年度までの３カ年計画「ＶＩＳＩＯＮ２０２５」戦略方針を掲げ、当年度「地域と共に、イ

ノベーションを着実に、ダイナミックに」をスローガンに、前年度までの実績や経験を基に、未来に

向けた組織の基盤整備に注力すると定め活動をした。 

「外貨獲得」「内発循環」「関係人口拡大」「認知・理解・共感獲得」の活動方針ともに、各種事業

へ取組んだ結果、各セクションにおいて過去最高レベルの成果を出すことができた。 

 

■事業活動を通じた地域社会への貢献活動 

①福島市ふるさと納税　　寄附金額２１億３，０００万円 
上記寄付額から、以下の経済効果を創出することができた。 

1．​寄付による税収　約１０億円の獲得（納税額の5割） 

2．​寄付による返礼品を通じた市内経済効果　約６億３０００万円（納税額の3割） 

寄附額は、５年連続で県内1位を獲得することができた。県外の類似返礼品取扱市町村と比較するとま

だまだ伸びしろがある市場と考え、より市内事業者の方々との協業を強め、推進をしていく。 

 

②福島市観光ノート 
当協会が運営をするオウンドメディア「福島市観光ノート」は昨年以上の伸びを見せており、年間で

４３０万PVを獲得。ユーザー数も２００万を超える数値となった。市町村の観光ＨＰでは類を見ない

PV数で、着実に本サイトへのファンの獲得と定着化ができていると考える。SNS特にInstagramでの情

報発信も好調。 

それらができているのも、担当者を中心に市民ライターチームの地道な取材や記事作成によるもの

と、ピーチホリデイ・アップルホリデイ、ふるさと納税事業者紹介といった別事業とのコラボがうま

くかみ合ってきた成果である。 

今年度は、１年をかけて観光ノートの機能回収に取り組んできた。（公開は令和７年６月の予定） 

「旅マエ」場面や認知場面に強みを置いてきたが、それら情報に加え、「旅ナカ」および旅行検討段

階においてもユーザビリティの高い構成にしていく。 

また、観光ノートの多言語化にも着手し、インバウンド観光客向けにも情報を届けやすい環境に改善

を予定している。 

 

③ふくしまピーチホリデイ/アップルホリデイ 
ピーチホリデイとして３年目（実証事業を含めると４年目）も、着々とファンの獲得ができている。 

多くの事業者の方々に参加を頂き、参加者数においては、前年同様、2,400人以上の方に参加していた

だいている。着々と福島の桃、桃を活用したメニューを目的に来福する旅行者の創造ができ始めてい

る。 

今年度の開始当初からメディアからの取材を数多く取り上げられるようになったことも、「ピーチホ

リデイ」の認知度を広げられた要因であると考える。今後はより参加者にも事業者にも取り組み参加

しやすいものと発展をさせつつ、国内のみならず国外へのプロモーションも注力していきたい。 
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④案内所/バリアフリーツアーセンター 
スタンスはこれまで通り、「ハイタッチ型おもてなし案内」。福島を訪れた方とのハイタッチな接点

づくりは今後も継続していく。 

国内/国外の来訪者データ蓄積の取組によって、これまで経験に依存しがちだった来訪者嗜好が履歴と

して残り、分析ができるような環境ができた。年間２万人を超える来訪者情報を分析し、各方面に役

立つ情報として確立しつつある。 

 

⑤データ分析能力の向上・シームレスな予約販売機能の実装 
地域ＤＭＯとして基礎データを収集するために実施している『福島市へのご宿泊ありがとうキャン

ペーン（デジタル宿泊者調査）』は、市内３温泉観光協会、市旅館ホテル協同組合の会員施設に協力

いただき、昨年に続き、約１５０００件のアンケートサンプルを収集することができた。 

２年にわたってのべ３万を超える情報によって、来訪者属性や宿泊施設や福島市に対する来訪者の声

が精度高く見ることができるようになってきた。 

また、観光ノート内で宿泊予約ができる機能を開発した。機能自体が国内でも前例のない仕組みで宿

泊施設の負担の少ない且つ在庫リスクで事業者へ影響の少ない仕様としている。 

今後は、ありがとうキャンペーンアンケート回答者（のべ４５０００人）、ふるさと納税寄付者、

ピーチホリデイアンケート回答者等、１０万を超える顧客ベースをフル活用して、宿泊販売や今後展

開する体験予約システムを利用したコンテンツ販売へつないでいく予定である。 
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※４～６共通事項 
　　協会収益ＲＯＩ　　売上総利益 ÷（投資額＋人件費) 

　　地域への波及効果換算額に対するＲＯＩ　　波及効果産出額 ÷（投資額＋人件費） 

 

 
 

 

 

事業名称 
令和６年　花見山観光客対応業務委託 

（令和6年1月30日～6月28日） 

報告担当者 髙橋　康 

事業内容 

花見山観光案内所の設営や運営、手荷物預かり所の設置や運営、花見山

公園内、及び物産広場の安全対策、コールセンターの開設、ボランティ

アガイドの活動費等支払事務、臨時駐車場整地作業、来訪者アンケート

作業、花見山周辺の環境美化作業、車いす解除ボランティア活動費等支

払事務など。 

事業目的 
開花時期にあわせた受入態勢を整備することで、来訪者に安心して観光

していただく環境を提供する。 

事業目標（KPI） 福島市（花見山振興協議会）の事業目標に準ずる。 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 
主管：福島市（花見山振興協議会事務局：観光交流推進室） 

売上／年 　　　　　　　0円 

費用／年 　　　5,968,087円 

売上総利益／年 　　　　455,913円 

公益事業補助金投入額／年 　　　6,424,000円（委託金額） 

協会自主財源投入額／年 　　　　　　　0円 

事務局員対応延べ人数／年 2名　（420,000円/300,000円＋120,000円） 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.07​
　　　455,913円 ÷（5,968,087円＋420,000円） 

経済波及効果を 

　　受けた事業者数／年 
25社（警備会社、コロナ対策物品購入、保険など） 

地域への波及効果内容 
・花見山やその周辺、及び市内観光関連施設等への経済波及効果 

・来訪者アンケートの結果96.7％が満足との回答 

メディア報道回数／年 - 

メディア報道広告効果／年 - 

SNS・WEB発信回数／年 SNS（X 105回）、WEB（HP75回更新） 

SNS・WEBリーチ人数／年 SNS（X 103,542）、WEB（PV 483,434） 

来場者・購入者・申込者

　　　　　　総数／年 
75,000人 

地域への波及効果（額） 

合計効果　　　　　6,658,605円​
直接効果　　　　　5,968,087円​
間接効果　　　　　　690,518円 

地域への波及効果換算額

に対するROI 

ＲＯＩ　1.04 

　　　6,658,605円 ÷（5,968,087円＋420,000円） 

特記事項 なし 
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事業名称 
福島駅前軽トラ市情報発信事業業務委託 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 髙橋　ちひろ 

事業内容 

(１)情報発信業務 

①SNSを活用した広告出稿による広報 

②各種メディアによる広報 

③福島市観光案内所でのチラシ掲載等 

(２)Webサイトの管理・運営業務、企画提案等 

①管理・運営、保守管理 

②Webサイト内のページ構築、修正等 

③Webサイト内の改修 

(３)アンケート集計業務 

事業目的 

『福島駅前軽トラ市（Web版）』を通して、生産者の運営するオンラン

ショップ等の情報を全国へ発信することで、本市産農産物プロモーショ

ンの一環とし、ひいては市内生産者の所得向上を推進する。 

事業目標（KPI） 福島市の事業目標に準ずる。 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

主管：福島市（農業振興課） 

サイト管理：マインドファクトリー、取材協力：観光ノートライター 

売上／年 　　　　　　　0円 

費用／年 　　　1,216,339円 

売上総利益／年 　　　　390,527円 

公益事業補助金投入額／年 　　　1,600,000円（委託金額） 

協会自主財源投入額／年 　　　　　　　0円 

事務局員対応延べ人数／年 1名（実動８人日）　20,000円×8日＝160,000円 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.28 

　　　390,527円 ÷（1,216,339円＋160,000円） 

経済波及効果を 

　　受けた事業者数／年 
5事業者（WEB取材およびYouTubeでの紹介） 

地域への波及効果内容 ー 

メディア報道回数／年 ー 

メディア報道広告効果／年 ー 

SNS・WEB発信回数／年 Instagram・Facebook広告　3回／年 

SNS・WEBリーチ人数／年 
Instagram・Facebook広告　リーチ数　483,266 

WEBサイト　PV29,468、総ユーザー数　15,580 

来場者・購入者・申込者

　　　　　　　総数／年 
ー 

地域への波及効果（額） 

合計効果　　　　　　996,000円 

直接効果　　　　　　      0円 

間接効果 　　　　   996,000円 

地域への波及効果換算額

に対するROI　 

ＲＯＩ　0.72 

　　　996,000円 ÷（1,216,339円＋160,000円） 

特記事項 なし 

 

 

事業名称 
ふくしまの特産品魅力発信等魅力拡散キャンペーン業務委託 

（令和6年6月4日～令和7年3月31日） 

報告担当者 髙橋　ちひろ 

事業内容 
福島市の返礼品を受け取った寄附者へ、ふるさと納税サイト内での返礼

品に対する評価・口コミ・レビュー掲載キャンペーンを実施する。 
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事業目的　　　　　　　 

本市ふるさと納税寄附者をターゲットとした参加型情報拡散キャンペー

ンを実施する。本キャンペーンを実施することで、寄附者を起点に市の

特産品（果物等）のブランド価値を広め高めるとともに、本市魅力発信

と関係人口創出・拡大を図り、本市ファンの拡大やふるさと納税寄附額

増加に繋げることを目的とする。 

事業目標（KPI） 

新規レビュー数   1,932件​
新規レビュー数（前年比増）　803件増​
12月までの返礼品申込件数　　73,776件​
対象期間中の寄付額　 1,902,689,000円 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

主管：福島市（政策調整課） 

受託：当会 

売上／年 　　　　      0円 

費用／年 　　　　816,090円 

売上総利益／年 　　　　122,385円 

公益事業補助金投入額／年 　　　　990,000円（委託金額） 

協会自主財源投入額／年 　　　　      0円 

事務局員対応延べ人数／年 
3名（実動8.5人日）　 

20,000円×7.25日＋14,000円×1.25日＝162,500円 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.12​
　　　122,385円 ÷（816,090円＋162,500円） 

経済波及効果を 

　　受けた事業者数／年 
返礼品取扱事業者：190社 

地域への波及効果内容 
・事業者の商品・返礼品の口コミ増加​
・ふるさと納税の寄付額増 

メディア報道回数／年 ー 

メディア報道広告効果／年 ー 

SNS・WEB発信回数／年 
観光ノート記事　1回​
メールマガジン　2回 

SNS・WEBリーチ人数／年 メールマガジン　配信数 8,766通 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　総数／年 
レビューキャンペーン応募数　2,648件 

地域への波及効果（額） 

合計効果　　　　　　438,300円​
直接効果　　　　　　　　　0円​
間接効果　　　　　　438,300円 

地域への波及効果換算額に

対するROI　 

ＲＯＩ　0.44 

　　　438,300円 ÷（816,090円＋162,500円） 

特記事項 なし 

 

 

事業名称 
福島市バリアフリーマップ更新業務委託　　 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 佐藤　由香利 

事業内容 福島市バリアフリーマップ掲載情報の追加・更新 

事業目的　 

高齢者や障がい者、子育て世代、外国人などのすべての人が、移動する

際及び施設利用時に必要な施設のバリアフリー情報不足の課題解消 

・外出支援・利用促進 

事業目標（KPI） 福島市の事業目標に準ずる。 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

主管：福島市（共生社会推進課） 

協力：オーダーメイドジャパン・Aky合同会社 

売上／年 　　　　　　　0円 
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費用／年 　　　1,008,485円 

売上総利益／年 　　　　472,339円 

公益事業補助金投入額／年 　　　1,496,000円（委託金額） 

協会自主財源投入額／年 　　　　　　　0円 

事務局員対応延べ人数／年 1名 960,000円 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.23​
　　　472,339円 ÷（1,008,485円＋960,000円） 

経済波及効果を 

　　受けた事業者数／年 

地域WEBサイト制作会社：2社​
建築設計事務所：2社​
掲載施設：17社 

地域への波及効果内容 
合計17施設掲載​
（宿泊5・商業7・官公庁等5） 

メディア報道回数／年  - 

メディア報道広告効果／年  - 

SNS・WEB発信回数／年 
観光ノート 1回更新​
バリフリFacebook 16回／Ｘ 17回／Youtube 1回 

SNS・WEBリーチ人数／年 
SNSリーチ数　8,707人　/ WEBリーチ数　329人​
効果額 79,788円 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　総数／年 
 - 

地域への波及効果（額） 

合計効果　　　　　1,107,127円​
直接効果　　　　　1,027,339円​
間接効果 　　      　79,788円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　0.56​
　　　1,107,127円 ÷（1,008,485円＋960,000円） 

特記事項 なし 

 
 

事業名称 
観光ルート作成ＡＩ導入業務委託 

（令和6年6月11日～令和7年1月31日） 

報告担当者 横山　佳代 

事業内容 

オウンドメディア「福島市観光ノート」モデルコースカテゴリ内に、条

件を入れるだけでおすすめモデルコースを提案してくれる機能を搭載。

　　稼働開始：令和7（2025）年1月31日 

事業目的　　　　　　　　

　　 

ユーザーが旅の種類やメインにしたいイベント、季節などの条件を入力

すると、ＡＩが好みに合ったモデルルートを作成する機能を導入。これ

により、観光客ひとりひとりに最適な「ちょうどいい旅」を提案し、福

島市への旅行のハードルを下げ、より快適に楽しんでいただくことを目

指します。​
(１)観光客の誘致促進​
　個々のニーズに合わせた旅行プランを提供し、福島市への訪問者数 

　を増加させる。​
(２)旅行満足度の向上​
　利便性の高いルート提案により、観光客の満足度を向上させる。​
(３)滞在時間・消費額の増加​
　より多くの観光スポットや地元施設への訪問を促し、地域経済への 

　貢献を目指す。 

事業目標（KPI） 月間 1,000人 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

主管：福島市（観光交流推進室）​
協力：㈱マインドファクトリー 

売上／年 　　　　　　　0円 

費用／年 　　　1,262.250円 
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売上総利益／年 　　　　　　　0円 

公益事業補助金投入額／年 　　　1,507.999円（委託金額） 

協会自主財源投入額／年 　　　　　　　0円 

事務局員対応延べ人数／年 3名（職員1名／2,520,000円、アソシエイト2名／72,000円） 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00 

　　　0 ÷（1,262,250円＋2,592,000円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 

観光事業者　91​
温泉宿泊事業者　32​
グルメ・お土産事業者　217 

地域への波及効果内容 0円 

メディア報道回数／年 0回 

メディア報道広告効果／年 0円 

SNS・WEB発信回数／年 0回 

SNS・WEBリーチ人数／年 
オリジナルモデルコースアクセス数　354回​
＜効果額合計＞70,800円 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　総数／年 
無し 

地域への波及効果（額） 

合計効果　　　　　　 70,800円 

直接効果　　　　　　　    0円 

間接効果　　　　　　 70,800円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　0.01​
　　　70,800円 ÷（1,262.250円＋2,592,000円） 

特記事項 
2025年1月末にローンチしたばかりの事業のため、効果測定の結果が十

分に得られるまでには時間を要する見込み。 

 

 

事業名称 
ふるさと納税推進業務委託 

（令和年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 ガラール真紀 

事業内容 福島市ふるさと納税運営業務 

事業目的　　　　　　　　

　　 

①福島市の財源確保・拡大​
②農家を含む市内事業者の販路・売上の拡大​
③ふるさと納税を通じた関係人口拡大​
④地域課題の解消解決​
⑤事業収益の地域再投資による地域貢献 

事業目標（KPI） 

①ふるさと納税寄付額 15億円​
②関係人口創出・拡大（リピーター）：1,500 人​
③新返礼品による地域課題の解消解決​
④事業収益の地域再投資による地域貢献 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

主管：福島市（政策調整課） 

事業主体：福島市観光コンベンション協会 

協力：ふるさと納税協力事業者　 

売上／年 　　136,803,000円（事務手数料） 

費用／年 　　 33,033,000円 

売上総利益／年 　  103,770,000円 

公益事業補助金投入額／年 　　　　　　　0円 

協会自主財源投入額／年 　　　　　　　0円 

事務局員対応延べ人数／年 職員：1名、パート職員：11名、派遣職員：1名、業務委託職員：2名 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　2.93​
　　　136,803,000円÷（事務費 33,033,000円＋13,562,000 円) 
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経済波及効果を受けた 

　　　　　　事業者数／年 

返礼品取扱事業者：190社​
広告事業者：１社​
インターネット関連：3社（HP1、RPA2）​
配送事業者：1社​
郵便事業者：1社​
印刷事業者：1社 

地域への波及効果内容 

ふるさと納税額　2,137,562,000円   ​
①事業者への波及効果（返礼品代金等）　618,948,000円​
②福島市税歳入　1,068,781,000円 

メディア報道回数／年 
県内新聞報道2回、TV報道1回​
オンラインメディア：25回（ＰＲTIMES 掲載記事参照・転載） 

メディア報道広告効果／年 3,664,000円 

SNS・WEB発信回数／年 

観光ノート記事（新返礼品情報3回、キャンペーン情報1回）​
プレスリリース1回（新返礼品情報1回）​
オンラインプレスリリース1回（新返礼品情報1回） 

SNS・WEBリーチ人数／年 ― 

来場者・購入者・ 

　　　　申込者総数／年 
寄附件数　 79,844件 

地域への波及効果（額） 

合計　　　　　1,691,393,000円 

直接効果　　　1,687,729,000円 

間接効果　　　　　3,664,000円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　36.29​
　　　1,691,393,000円÷（事務費 33,033,000円＋13,562,000 円) 

特記事項 

2024年 9月　JREMALLふるさと納税開始​
2024年10月　三越伊勢丹ふるさと納税開始​
2024年11月　ふるさと応援納税、カブ＆ふるさと納税、 

　　　　　　　Vふるさと納税開始​
2024年12月　LINEヤフーふるさと納税、Amazonふるさと納税開始​
2025年 3月　STAYNAVIふるさと納税導入説明会 実施(R7年度導入予定)​
2025年 3月　モンベルふるさと納税受付終了 

 

 

 

 

 

事業名称 
観光案内所物販事業​
（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 柳沼　亜希 

事業内容 

・福島市内、福島圏域事業者の商品及び 

　　　　　福島市観光ＰＲキャラクター「ももりん」グッズの販売 

・斡旋契約のある宿泊施設、交通機関等への斡旋送客 

・着ぐるみやキャラクター利用料の管理、など 

事業目的 

・会員事業者等が取扱う商品の宣伝や販売、 

　　　　　　　　　　　　　　　商品を通じた福島のファンづくり 

・接客を通じた福島市の好感度ＵＰと市内宿泊施設等への斡旋送客 

・福島市観光ＰＲキャラクター 

　「ももりん」「ブラックももりん」を活用した観光や物産の振興 

事業目標（KPI） 

①委託販売事業​
　・目標：750,000円　　・成果：720,753円　　・達成率： 96％​
②ももりんグッズ販売事業​
　・目標：1,000,000円　・成果：1,230,606円　・達成率：123％​
③参画事業者​
　・目標：20事業者　　 ・成果：20事業者　　 ・達成率：100％ 
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④宿泊/タクシー斡旋送客数 

　・目標：150件　　　　・成果：142件　　　  ・達成率： 94％ 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 
 

売上／年 　　　5,091,842円 

費用／年 　　　3,684,256円 

売上総利益／年 　　　1,407,586円 

公益事業補助金投入額／年 　　　　　　　0円 

協会自主財源投入額／年 　　　　　　　0円 

事務局員対応延べ人数／年 6名　（職員3名、パート3名） 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.34​
　　　1,407,586÷（3,684,256円＋409,780円） 

経済波及効果を受けた 

　　　　　　事業者数／年 

・農家果樹園：3社　・こけし工人：1社​
・地元新聞社：1社　・地元印刷会社：4社​
・販売事業者：7社　・その他団体：4社 

地域への波及効果内容 3,684,256円（仕入費） 

メディア報道回数／年 

・新聞　0回​
・オンラインメディア　0回​
・メディア　0回 

メディア報道広告効果／年 

・合計：0円​
・新聞：0円​
・オンラインメディア：0円​
・メディア：0円 

SNS・WEB発信回数／年 福島市観光ノート：1回、SNS：9回 

SNS・WEBリーチ人数／年 
福島市観光ノート　・リーチ：8,561人​
SNS　・リーチ19,190人　・アクション：714回 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　　総数／年 
来訪者数：38,504人（購入件数：1,407件） 

地域への波及効果（額） 

合計効果　　　　　8,144,396円​
直接効果　　　　　3,684,256円（仕入費）​
間接効果　　　　　4,460,140円（来訪者対する波及効果も含む） 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　1.98 

　　　8,144,396円÷（3,684,256円＋409,780円） 

特記事項 
昨年度まで「観光案内所物販事業」「観光案内所斡旋事業」「観光案内

所その他収益事業」と３つに分けていた内容を今年度よりまとめて報告 
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6-1　市補助及び自主財源事業 

6-1-1　「外貨獲得」戦略事業 

事業名称 
ふくしまピーチホリデイ、ふくしまアップルホリデイ 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 金澤　千裕 

事業内容 

(１)参加事業者勧誘およびとりまとめ​
(２)規格外果実配送支援運営および請求代行​
(３)商品開発支援​
(４)コンテンツ造成​
(５)観光ノートフルーツホリデイ関連フォロー​
(６)周遊企画運営および集計/分析/フィードバック​
(７)LINE/ホリデイ　SNS発信/問合せ対応 

事業目的　　 

市外へ流出している規格外果実を付加価値化させ、域内経済循環をはか

り、共感型の観光コンテンツ造成を行う。ピーチホリデイのフレームを

作り、域内にサーキュラーエコノミーエコシステムの基礎を構築し、関

係人口拡大および観光コンテンツの磨き上げにより外貨獲得を目指す。 

事業目標（KPI） 

≪参加協力店舗数≫​
・ピーチホリデイ　84社（前年比1.24％増）​
・アップルホリデイ 50社（前年比0.95％減　今年度は先着50社限定とし

たため）​
≪コンテンツ造成数≫​
・ピーチホリデイ　157（前年比1.33％増）​
・アップルホリデイ　93（前年比1.03％増）​
≪キャンペーン参加者数≫​
・ピーチホリデイ　2,456名（前年比1.015％増）​
・アップルホリデイ　562名（前年比1.018％増） 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援） 
主催：福島市観光コンベンション協会 

売上／年 　　　　　　　0円 

費用／年 　　 13,751,964円 

売上総利益／年 　　　　 81,000円 

公益事業補助金投入額／年 

　　　1,731,750円（福島県特産品創出事業補助） 

　　　1,036,000円（福島市地域資源を活用した 

                                  観光コンテンツ創造支援補助） 

協会自主財源投入額／年 　　 10,903,214円 

事務局員対応延べ人数／年 2名　7,440,000円 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00​
    　81,000円 ÷（13,751,750円＋7,440,000円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 
134社 

地域への波及効果内容 

規格外配送市内流通量 

    　(桃 817㎏/りんご 1,141㎏/ぶどう 51㎏/いちご 354㎏)​
桃規格外事業者購入総額：453,650円​
ぶどう規格外事業者購入総額：34,900円​
りんご規格外事業者購入総額：311,200円​
いちご規格外事業者購入総額：380,500円​
一般客購入総額：9,090,000円 

　　　　　　　（アンケート調査による自己申告額より算出） 

メディア報道回数／年 
　ピーチホリデイ　　11回​
　アップルホリデイ　10回 
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メディア報道広告効果／年 

162,763,582円 

　ピーチホリデイ　　 44,680,000円​
　アップルホリデイ　118,083,582円 

SNS・WEB発信回数／年 
　ピーチホリデイ　　55回​
　アップルホリデイ　25回 

SNS・WEBリーチ人数／年 
　ピーチホリデイ　　インプレッション数：257,663​
　アップルホリデイ　インプレッション数：38,556 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　総数／年 
3,018名 

地域への波及効果（額） 

合計効果　 　　 173,626,270円​
直接効果　 　　　10,270,250円​
間接効果  　　  163,356,020円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　8.19​
　　　173,626,270円 ÷（13,751,750円＋7,440,000円） 

特記事項 

・福島市定住交流課と連携した移住者向けの農作業体験、福島市振興公

社と連携しこむこむ館で親子向け農作業体験を企画。域内での関係人口

拡大をはかり、現代のニーズに合う農作業体験を造成できるようになっ

てきた。 

・事業者アンケートで、果樹加工品をやりたい/購入したい/興味がある

と回答した5社を集め、県の補助を活用して勉強会を開催。ピューレがあ

ればフルーツメニューや手土産の展開を事業者が行いやすいことも判明

し、令和7年(2025)年は1次加工を普及させるとともに、通年を通して福

島市で楽しめるフルーツメニュー造成に力を入れるため、ピーチホリデ

イを1年間開催することにした。 

・果樹の１次加工に興味を示した福祉施設もあり、利用者の賃金向上と

いう福祉作業所の抱える課題と、福島市内に果樹加工場がないという課

題とのマッチングも新たな農福連携の可能性が見えてきた。2025年も引

き続き展開していく。 

・農福連携の取り組みとして、利用者がレクリエーション活動で折って

いる新聞袋を規格外配送の袋として試験的に活用した。作った袋は大量

に発生し、施設内だけでは使いきれないといった実情も把握できた。果

物によって強度の出し方なども変えられることがわかり、福島ならでは

の農福連携に繋がる可能性が出てきた。 

 

 

事業名称 
台湾プロモーション事業 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 髙橋　康 

事業内容 

(１)台湾や日本国内で開催される商談会への参加、 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旅行会社等への営業活動 

(２)現地のマスコミ、インフルエンサー、旅行会社への取材協力 

(３)「台湾ももの産地、拉拉山（桃園市復興区農会）との交流促進 

(４)市内宿泊プランを造成した旅行会社に対する補助 

事業目的 

(１)福島市のインバウンド重点市場である台湾からの観光客誘致を目 

　的とし、商談会やセールスコール等を通じて現地旅行会社との関係 

　構築を図ることで、宿泊を伴う来訪促進につなげる。 

(２)台湾における著名な桃の産地・拉拉山（桃園市復興区）との交流 

　を通じて、福島市の特産品である桃に対する台湾人の関心や嗜好を 

　把握し、今後の観光プロモーションや日台交流の新たな契機を創出 

　する。 

事業目標（KPI） 

定量目標 

(１)当補助事業による市内宿泊者数　1,000名　　（成果　469名） 

(２）当会主催台湾プロモーション参加事業者数 10社（成果　8社） 

定性目標 
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・台湾現地旅行社や現地企業、インフルエンサー、関係者と積極的なコ

ネクション作りを行う。 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

主催　福島市観光コンベンション協会 

協力　福島市、飯坂温泉観光協会、土湯温泉観光協会、 

　　　高湯温泉観光協会、遊日本 

売上／年 　　　 301,799円 

費用／年 　 　5,465,875円 

売上総利益／年 　 　　301,799円 

公益事業補助金投入額／年 
　 　1,882,000円（福島県インバウンド誘客強化支援事業補助金） 

　　　　60,000円（福島空港台湾直行便利用補助金） 

協会自主財源投入額／年 　　 3,523,875円 

事務局員対応延べ人数／年 
4名　1,234,000円 

（630,000円＋420,000円＋100,000円＋84,000円） 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.04 

　　　301,799円÷（5,465,875円＋1,234,000円） 

経済波及効果を受けた 

　　　　　　事業者数／年 
資料で紹介している施設数43（宿泊、体験、観光施設、土産店など） 

地域への波及効果内容 台湾から団体旅行17本（469名）の誘致・市内宿泊 

メディア報道回数／年 

2回/年 

台湾の大手テレビ放送局「TVBS」で放送されている人気番組「食尚玩

家」。「食」「レジャー」「観光」などテーマを変えながら、旬な情報

を届けるバラエティ番組。 

・3/6（内容：土湯温泉　9分）　　25,920,000円 

・3/20（内容：飯坂温泉、道の駅ふくしま、高湯温泉、岩代屋敷大王　

30分）　86,400,000円 

（合計）112,320,000円 

 

※広告換算にあたり、台湾（2,342万人）と比較的人口規模が近い 

　京阪神大都市圏（1,930万人）の読売テレビを参考とした。 

メディア報道広告効果／年 ― 

SNS・WEB発信回数／年 ― 

SNS・WEBリーチ人数／年 

「食尚玩家」公式YouTubeチャンネル 

※チャンネル登録者数 58.8万人。地上波番組をYouTube用に再編集して

公開。公開された動画は、いずれも公開から1か月1万回再生を超えてい

る。 

・3/6　11,000回　　　・3/20　10,000回 

＜効果額合計＞ 

・200,000円　　　　　・220,000円 

（合計）440,000円　 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　総数／年 
－ 

地域への波及効果（額） 

合計　　　　　　118,388,000円 

直接効果　　　　　5,628,000円（※宿泊費換算　1人1泊12,000円） 

間接効果　　　　112,760,000円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　17.67 

　　　118,388,000円÷（5,465,875円＋1,234,000円） 

特記事項 

令和４年度に観光庁「インバウンドの地方誘客や消費拡大に向けた観光

コンテンツ造成支援事業」（～ふくしま Fruit Tourism～ 台湾向け至福

のフルーツアフタヌーンティー体験開発・販売事業）により制作した台

湾向けサイトについて、台湾市場における福島市全体の魅力を発信する
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内容へと改修を実施した。 

当事業による補助金を活用していない場合でも、台湾旅行会社による市

内への宿泊は増加している。 

 

 

事業名称 
東南アジアエリアプロモーション事業  

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 横葉　純一 

事業内容 

（１）タイ旅行会社等向けＢtoＢ商談セールス活動 

　　１．仙台市主催「タイ現地セールスプロモーション」 

（２）toC向けイベント出展プロモーションへの参加 

　　１．東北観光推進機構主催「TOHOKU JAPAN2024」出展 

事業目的　　　　　 

タイ国からの訪日旅行誘客を拡大させるため、現地旅行会社への福島市

への訪問する旅行商品の造成のためのセールス活動や商談会への参加を

を行うとともに、バンコク市内でも最大規模ショッピングセンター「セ

ントラルワールド」内イベントスペースにおいて東北一丸となったプロ

モーションイベントへ出展をし福島市の観光ＰＲを行う。」 

事業目標（KPI） 

(１)当補助事業による市内宿泊者数　200名　　（成果　0名） 

(２）個人旅行者向け「フルーツチケット」チラシの配布とその利用を目

的とした福島市訪問者の獲得　 

　　配布2000枚（成果2000枚）／実来訪者100人（成果4人） 

（３）商談件数 20社（成果　20社） 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

福島市観光コンベンション協会 

福島市観光交流推進室 

売上／年 　　　 　　　0円 

費用／年 　　 1,854,104円 

売上総利益／年              0円 

公益事業補助金投入額／年 　           0円 

協会自主財源投入額／年 　　 1,854,104円 

事務局員対応延べ人数／年 
（１）仙台市主催現地プロモーション　職員1名×3日間 

（２）TOHOKU JAPAN　出展　職員3名×3日間 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00 

　　　0円 ÷（210,000円+480,000円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 

資料で紹介している施設数43（宿泊、体験、観光施設、土産店など） 

フルーツチケット利用事業者　1社（4名） 

地域への波及効果内容  

メディア報道回数／年 0回 

メディア報道広告効果／年 - 

SNS・WEB発信回数／年 - 

SNS・WEBリーチ人数／年 - 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　　総数／年 
- 

地域への波及効果（額） 

合計効果          12,000円​
直接効果　　　　　12,000円​
間接効果　　　　　　　　 0円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　0.00 

　　　0円 ÷（2,334,104円） 

特記事項 なし 
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事業名称 
ＹＯＵは何しに福島へアンケート分析プロジェクト 

（令和6年4月1日～12月31日） 

事業概要 

（ROI対象外事業） 

福島市内数地点で、観光旅行中の外国人に街頭アンケートを実施。福島

市内への来訪目的やそこから見える誘客促進策の検討を行う。 

 

 

事業名称 
デジタルアンケート調査（ご宿泊ありがとうキャンペーン） 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 髙橋　康 

事業内容 

市内観光関連５団体（飯坂温泉観光協会、土湯温泉観光協会、高湯温泉

観光協会、福島市旅館ホテル協同組合、当会）会員等の宿泊施設86軒に

協力いただき、福島の名産品を賞品とした来訪者デジタルアンケート調

査を実施。合計14,000名を超える宿泊者に回答いただき、福島市や宿泊

した施設、市内観光スポット等に対する満足度、域内消費額など、収集

したデータを分析して、更なる地域ブランディングに役立てる。集計

データは分析して『見える可』を行い、協力施設に対して報告会を行

う。 

事業目的　　　　　　　　

　　 

①来訪者の特徴をマクロ、ミクロ両面から分析することで、当会が地域

DMOとして各種施策を展開するうえでの基礎データを収集する。 

②分析結果を宿泊施設等に共有することで、各施設の事業戦略策定に役

立ててもらう。 

事業目標（ＫＰＩ） 

定量目標 

・回答者　15,325名（前年調査実績）　 

　成果　　14,814名　 達成率　96％ 

定性目標 

・市内全ての宿泊施設に協力いただくとともに、収集・分析した。　

データを１軒でも多い宿泊施設の戦略策定に活用いただく。 

事業協力体制​
(主催・共催・協賛・後援) 

主催　福島市観光コンベンション協会 

協力　飯坂温泉観光協会、土湯温泉観光協会、高湯温泉観光協会、 

　　　福島市旅館ホテル協同組合及び当会会員宿泊施設、 

　　　前記以外で宿泊割等キャンペーンに参加している施設 

売上／年               0円 

費用／年       1,466,505円 

売上総利益／年               0円 

公益事業補助金投入額／年               0円 

協会自主財源投入額／年       1,466,505円 

事務局員対応延べ人数／年 2名　250,000円 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00 

　　　0円 ÷（1,466,505円＋250,000円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 
13社（賞品提供事業者、印刷会社） 

地域への波及効果内容 1,466,505円 

メディア報道回数／年 － 

メディア報道広告効果／年 － 

SNS・WEB発信回数／年 － 

SNS・WEBリーチ人数／年 － 

来場者・購入者・申込者総

数／年 
応募者　14,814名 

地域への波及効果（額） 
合計　 　　　 　　1,466,505円 

直接効果　　 　　 1,466,505円 
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間接効果 　　　　 　　　　0円 

地域への波及効果換算額に

対するＲＯＩ 

ＲＯＩ　0.85 

　　　1,466,505円 ÷（1,466,505円＋250,000円） 

特記事項 

・当事業のROIは低いが、地域ＤＭＯとしてデータに基づく地域づくりを

進めるうえでは欠かすことのできない事業となっている。 

・収集した個別データは希望する協力施設に対してフィードバックして

いる。 

 

 

6-1-2　「内発循環」戦略事業 

事業名称 果実規格外品供給の仕組み作り（配送支援・開発支援） 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

事業概要 

（ROI対象外事業） 

域内小規模サプライチェーンの欠如が認められたことから、現実的問題

解消の足掛かりとして、フルーツに関するサプライチェーンの安定化を

企図するため市内飲食事業者に安定的に供給するための配送支援。及

び、桃を中心としたフルーツ（規格外品）を活用した更なる創出を目的

として、事業者同士の強みを融合させるような新しいバリューを出現さ

せるための開発支援。 

 

 

6-1-3　「関係人口拡大」戦略事業 

事業名称 
バリアフリーツーリズム事業 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 佐藤　由香利 

事業内容 

①視覚障害者の花見山モニターツアーの企画運営​
②聴覚障害者おもてなし講座の企画運営​
③心のバリアフリー出前講座での普及活動 

事業目的　　　　　　　　

　　 

①視覚障害の方でも花見山で花に触れ、香りをかいで快適な花見が出来

ることの周知と満足度向上および視覚障害者に対する理解促進​
②福島市内で11月に開催される「第58回全国ろうあ青年研究討論会」で

多くの聴覚障害の方が来福することをきっかけに開催し、宿泊施設や懇

親会会場のスタッフの方を中心に聴覚障害に対する理解促進及びおもて

なし力向上を図る​
③様々な障害ある方に対する具体的な配慮や気遣いなど理解促進および

心のバリアフリーの普及促進 

事業目標（KPI） 

①モニターツアー参加者の満足度 

　目標：非常に満足　80％　成果：非常に満足100%　達成率：125% 

②セミナー参加人数 

　目標:60名 成果:37名 達成率:62% 

③出前講座依頼回数　 

 目標：5回　成果：4回　達成率：80 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

主催：当会​
共催：東北運輸局・福島市・福島市社会福祉協議会​
協力：㈱MARS・大和自動車交通㈱・福島県聴覚障害者協会 

売上／年         111,680円 

費用／年         615,100円 

売上総利益／年         111,680円 

公益事業補助金投入額／年         615,000円 

協会自主財源投入額／年               0円 

事務局員対応延べ人数／年 職員5名　746,000円 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.08​
　　　111,680円 ÷（615,100円＋746,000円） 
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経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 
②おもてなし講座受講事業者数　18社 

地域への波及効果内容 

視覚障害の方が「遠慮して行きにくい」と言う思いの解消、およびふく

しま花案内人の視覚障害の方に対する理解が広まり、行きたい時に行け

る体制構築に繋がった。また、全国ろうあ青年研究討論会に参加された

聴覚障害の方は、まちなか広場で開催された「うまいもの市」の出店事

業者の皆様に「耳マーク」を掲示していただくよう働きかけ、出店事業

者の理解促進及び聴覚障害の方の満足度向上に繋がった。 

メディア報道回数／年 
 18回​
・新聞5回　・オンラインメディア6回　・TV4回　・ラジオ3回 

メディア報道広告効果／年 30,935,800円 

SNS・WEB発信回数／年 
観光ノート 5回​
バリフリFacebook 25回 / Instagram 17回　/ Twitter 12回 

SNS・WEBリーチ人数／年 
SNSリーチ数　14,589人　/ WEBリーチ数　4,266人​
効果額　898,838円 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　　総数／年 
 - 

地域への波及効果（額） 

合計効果　     　32,449,738円​
直接効果　        　615,100円​
間接効果         31,834,638円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　23.84​
　　　32,449,738円 ÷（615,100円＋746,000円） 

特記事項 

【福島市心のバリアフリー出前講座受講者】​
4/2 令和6年度福島市新規採用職員 60名​
6/15 福島市心のバリアフリー推進隊 11名​
2/26 福島大学附属中学校１年生 140名​
【講演】​
11/30 相馬地方基幹相談支援センター共生社会シンポジウム 42名 

 

 

事業名称 
先進地域の理論・技術導入の仕組み作り 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

ROI算出対象外事業 

地域や地域事業者に利益をもたらすための組織として国内外の先進地域

の理論や技術の導入を図ることを目的に、積極的に市外組織等との連携

を図る。 

 

 

事業名称 
ロケツーリズム事業 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 金澤　千裕 

事業内容 

福島市ロケツーリズム推進会議ホームページやSNS（x,Instagram）管

理・運営・修正業務。ロケ地巡り促進のための観光ノート連携業務。ロ

ケ支援（ロケ地選定/ロケハン帯同/ロケ立ち会い）。ロケ支援事業者や

エキストラ募集登録業務。 

事業目的　　　　　　　　

　　 

ロケ後の経済波及効果を最大限に引き出し、効果を持続させ、シビック

プライド造成ならびに市外観光客の誘客をはかる。 

事業目標（KPI） 福島市（観光交流推進室）の事業目標に準ずる 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

福島市ロケツーリズム推進会議事務局（主：福島市/共催：当会/後援：

福島市商工会議所など） 

売上／年               0円 

費用／年         110,125円 

売上総利益／年               0円 
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公益事業補助金投入額／年               0円 

協会自主財源投入額／年         110,125円 

事務局員対応延べ人数／年 2名　4,080,000円 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00​
　　　0円 ÷（110,125円＋4,080,000円） 

経済波及効果を受けた事業

者数／年 

38社／年​
①ＮＨＫ LIFE:２ 

　福島県立福島南高校/するがや​
②BSよしもと 開運自転車:７ 

　工房おりをり/oncafe本店/ストリートふくしま/西根神社/摺上亭大鳥/

サテライト福島/郷土料理いろり庵​
③ＴＢＳ せっかくグルメ:５ 

　中華さくら/喜多八/鳥政/メヒコ/満点とんかつ四季彩​
④ＴＢＳ せっかくグルメ特番:１　鳥政​
⑤テレビ朝日 帰れマンデー！:10 

　川俣食肉店/一味庵/阿部留商店/十綱食堂/おららのコミセ/めんや佐々

木/なかや菓子店/まつや物産店/おららの酒BAR/安達屋/玉子湯 

⑥NETFLIX 鬼ゴロシ:13 

　笑夢/サイトウ洋食店/食彩ひとくち/のみくいだいじょうぶ/ベーカ

リータスパン/はみべん/バン才/酔ってってなおみ/ラウニオン/カンパイ

バル/スペインバルカメレオン/ROOM CAFE/中野屋菓子舗 

地域への波及効果内容 

帰れマンデー！！とせっかくグルメ！！の放送直後は夕方までお客様の

来店が後を絶たなかったと撮影協力店舗から報告を受けた。 

放送後半年以上経っても県外からのお客様が「テレビを見て」と来店し

ているとのこと。 

メディア報道回数／年 

6回/年​
≪内訳≫​
NHK「LIFE！春」　　（広告換算0円）​
開運自転車でイイとこ行ってみよう(広告換算 24,001,200円:1時間)​
バナナマンのせっかくグルメ！！(広告換算 252,000,000円:1時間)​
バナナマンのせっかくグルメ！！年末特番 

                               (広告換算 42,000,000円:10分)​
帰れマンデー！(広告換算 504,000,000円:2時間) 

Netflix映画「鬼ゴロシ」(広告換算 28,380,924円:10分) 

メディア報道広告効果／年 850,382,124円/年 

SNS・WEB発信回数／年 

ロケツーリズム発信回数：Instagram4回、Ｘ21回、公式ＨＰ：4回​
福島市観光ノートロケ発信回数：Instagram5回、Ｘ10回​
福島市観光ノートＨＰ：5回 

SNS・WEBリーチ人数／年 
≪ロケツーリズム≫92,358　(Instagram：851、Ｘ：91,507）​
≪福島市観光ノート≫119,264　(Instagram：41,018、Ｘ：78,246） 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　　総数／年 

エキストラ希望者38名増　​
協力事業者　35社増 

地域への波及効果（額） 

合計効果　    　850,382,124円​
直接効果　    　　　　　　0円​
間接効果　    　850,382,124円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　202.94​
　　850,382,124円 ÷（110,125円＋4,080,000円） 

特記事項 

ロケハンに同行することで放送前にロケ地となった店舗や場所を把握で

きるようになり、放送直後にロケ地巡りを促す記事を観光ノートに掲載

できるようになった。​
ロケツーリズム協議会ではバラエティは経済効果の即効性はあるが持続

性がないといわれてきたが、観光ノートに記事を残すことで、遠方に住

む人が自分のタイミングで半年後、数年後に店舗を訪れるという流れも

作れるようになった。 
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6-1-4　「認知・理解・共感獲得」　戦略事業 

事業名称 
自社記事発信型のWEBサイト機能強化（福島市観光ノート） 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 横山佳代 

事業内容 
(オウンドメディア)自社記事発信型WEBサイトの更なる機能強化​
(アーンドメディア)SNSの更なる機能強化 

事業目的 

デジタル化への移行に伴い、変化する消費者マインドを的確に捉え、市

内事業者やプロジェクトと消費者を繋げるためOMO（Online Merges 

with Offline）＝顧客の目線で観光案内所とwebサイトを融合したマー

ケティングに対応する。観光案内所と各種デジタルツールの運用を戦略

的に統合し相互を行き来させながら、顧客を実際消費に繋げて行く。

キーワードとして、女性マーケットとペルソナマーケットにこだわり、

経済波及効果を高めていく。 

事業目標（KPI） 

(オウンドメディア)自社記事発信型WEBサイトの更なる機能強化​
1.目標KPI PV（アクセス数）:年間430万／実績2024年度440万​
2.目標KPI UU（ユーザー数）:年間200万／実績2024年度180万​
(アーンドメディア)SNSの更なる機能強化/KPI​
1.フォロワー数…KPI　6,000人（有名企業フォロワー数5,000人～1万

人）​
成果／Facebook　4,355人​
成果／Instagram　7,418人​
成果／X（旧Twitter）　6,626人​
2.リーチ率…KPI　33％（フォロワー1万人以下の平均）​
成果／Facebook　22％​
成果／Instagram　57％​
成果／X（旧Twitter）　測定なし​
3.エンゲージメント率…KPI（平均4％）​
成果／Facebook　7％​
成果／Instagram　2％​
成果／X（旧Twitter）　計測なし 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

主催：当会​
協力：㈱マインドファクトリー 

売上／年               0円 

費用／年       7,046,538円 

売上総利益／年               0円 

公益事業補助金投入額／年       5,000,000円 

協会自主財源投入額／年       2,046,538円 

事務局員対応延べ人数／年 職員1名／3,444,000円 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00 

  　　0円 ÷（7,046,538円＋3,444,000円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 

観光事業者　91​
温泉宿泊事業者　32​
グルメ・お土産事業者　217​
ふるさと納税事業者　40​
イベント主催者　246 

地域への波及効果内容 0円 

メディア報道回数／年 新聞3回オンラインメディア6回 

メディア報道広告効果／年 

10,654,600円​
＜新聞＞民友新聞、民報新聞、毎日新聞​
＜オンラインメディア＞民友ネット、47NEWS 
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SNS・WEB発信回数／年 

Instagram　110回​
Facebook　110回​
X　247回​
オウンドメディア記事発信　123回 

SNS・WEBリーチ人数／年 

Instagram　430,662人​
Facebook　100,776人​
X　294,189人（インプレッション）​
オウンドメディア　ユーザー数1,813,041人／アクセス数4,422,355回​
＜効果額合計＞​
Instagram　1,072,864円​
Facebook　354,672円​
X　654,418円​
オウンドメディア　884,471,000円​
（合計）886,552,954円 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　　総数／年 
無し 

地域への波及効果（額） 

合計効果　　　　897,207,554円​
直接効果　　　　　　　　　0円​
間接効果  　　　897,207,554円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　85.52​
　　　897,207,554円 ÷（7,046,538円＋3,444,000円） 

特記事項 2/14宿泊予約機能、ファミリー会員機能稼働（改修事業も含む） 

 

 

事業名称 
観光案内所運営事業 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 柳沼亜希 

事業内容 
・人対人（リアルメディア）による交流拠点 

・米国デンバースタイルによるハイタッチ型おもてなし案内 

事業目的　　　　　　　　

　　 

①市民と共に作るおもてなし交流 

②対面案内によるハイタッチ型の接点づくり 

③福島の魅力発信による関係人口拡大 

④来訪者回遊による経済波及効果の拡大 

⑤ふるさと納税や移住への誘引 

事業目標（KPI） 

1.定量目標 

①来訪者 

A　・目標:40,000人/年 ・成果：38,504人 ・達成率：96％ 

②レコメンドサイトによる評価 

B.Googleビジネスプロフィール 

　・目標：評価5 ・成果：4.4 ・達成率：88％ 

C.トリップアドバイザー 

　・目標：評価5 ・成果：3.5 ・達成率：70％ 

③デジタルサイネージによる情報発信 

イベント情報配信掲載 

D〈市内イベント〉　 

　・目標：250件 　・成果：242件　・達成率：97％ 

E〈11市町村関連〉　 

　・目標：60件　・成果：71件　・達成率：118％　 

④タッチ式デジタルサイネージコンテンツ利用 

F.方言クイズ 

　・目標：350件 ・成果：501件 ・達成率：143％ 

G.温泉クイズ 

　・目標：200件 ・成果:271件 ・達成率：136％ 

H.信夫山クイズ（9月25日～） 
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　・目標：60件 ・成果：93件 ・達成率：155％ 

２．定性目標 

　地域の情報や魅力を紹介し、ファンづくりを行い関係人口拡大に努め

る。市内回遊につなげることで経済波及効果を図る。 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

・主催：当会​
・協賛：地元クリエイター3社​
・協力：福島市、多言語市民コンシェルジュ、市民ジュニアコンシェル

ジュ、福島県立視覚支援学校 

売上／年 　　　　　　　0円 

費用／年 　　 10,269,417円 

売上総利益／年 　　　　　　　0円 

公益事業補助金投入額／年 　　　9,271,049円 

協会自主財源投入額／年 　　　　998,268円 

事務局員対応延べ人数／年 職員3名、パート職員3名（4,940,000円） 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00​
　　0円 ÷ （10,269,417円＋4,940,000円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 

・地元クリエーター3社　​
・案内による観光施設、宿泊施設、飲食店、販売店、キャンペーン参加

事業者、交通事業者 

地域への波及効果内容 

・来訪者市内観光PR　38,504人​
・電話による観光PR　2,146件​
・キャンペーンによる市内回遊促進 

メディア報道回数／年 
・新聞78回　（花見山開花情報76回含む） 

・オンラインメディア　0回・メディア　1回 

メディア報道広告効果／年 

・合計：12,800,000円​
・新聞：12,584,000円​
・オンラインメディア：0円​
・メディア：216,000円 

SNS・WEB発信回数／年 
福島市観光ノート：11回​
SNS：92回 

SNS・WEBリーチ人数／年 
福島市観光ノート　・リーチ：361,776人​
SNS　・リーチ：178,168人　・アクション：7,625回 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　　総数／年 
来訪者数：38,504人（内、外国人1,804人） 

地域への波及効果（額） 

合計効果　　　　 88,359,316円​
直接効果　　　　　 　　　 0円​
間接効果　　　　 88,359,316円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　5.80​
　　　88,359,316円 ÷（10,269,417円＋4,940,000円） 

特記事項 

【花回廊デジタルラリー】​
・スタンプポイント（4月1日～6月30日）​
【ふくしまシティーハーフマラソン大会】​
・福島県立視覚支援学校協力によるクイックマッサージ体験コーナー開

設​
（5月19日）​
【ウルトラマンARスタンプラリーｉｎふくしま2024】​
スタンプポイント（7月11日～11月30日）スタンプ利用数：1,309​
【移住相談窓口コーナー開設】​
・定住交流課（8月10日～8月16日）​
【展示】​
・吾妻山麓ふく酒街道（5月3日～6月25日）​
・信夫山ジオラマ展示（10月15日～2月21日​
・ふるさと納税紹介コーナー（4月1日～3月31日） 
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事業名称 
人対人による交流拠点のさらなる強化・市民多言語コンシェルジュ事業

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 柳沼亜希 

事業内容 
・様々な言語を得意とする市民多言語コンシェルジュと共にハイタッチ

型のファンづくり 

事業目的　　　　　　　　

　　 

①対面案内によるハイタッチ型のファンづくり 

②福島の魅力発信による関係人口拡大 

③来訪者回遊による地域経済波及効果の拡大 

④訪日外国人への対応 

⑤未来の観光人材育成 

事業目標（KPI） 

1.定量目標　・来訪者：40,000人　・外国人：1,800人 

2.定量成果　・来訪者：38,504人　・外国人：1,804人 

3.目標達成率・来訪者：96％　　　・外国人100％ 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

・主催：当会 

・協賛：多種多様なキャリアを持つ市民の参画 

　　　（講師、ライター、子育て世代、引退世代、学生） 

売上／年 　　　　　　　0円 

費用／年 　　　3,803,073円 

売上総利益／年 　　　　　　　0円 

公益事業補助金投入額／年 　　　3,650,000円 

協会自主財源投入額／年 　　　　153,073円 

事務局員対応延べ人数／年 

・多言語市民コンシェルジュ　11名 

・ジュニア・コンシェルジュ　2名 

・1日3名×3h　3交代 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00​
　　0円 ÷ （3,803,073円＋0円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 
－ 

地域への波及効果内容 
案内を通じ地域内の各施設（観光施設、宿泊施設、飲食店、キャンペー

ン参加事業者）に送客 

メディア報道回数／年 － 

メディア報道広告効果／年 － 

SNS・WEB発信回数／年 － 

SNS・WEBリーチ人数／年 － 

来場者・購入者・申込者　

　　　　　　　　総数／年 
来訪者数：38,504人（内、外国人1,804人） 

地域への波及効果（額） 

合計効果　　　　 6,498,353円​
直接効果　　　　 3,803,073円​
間接効果　　　　 2,695,280円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　1.70​
　　　6,498,353円 ÷（3,803,073円＋0円） 

特記事項 なし 

 

 

事業名称 SNSの分析調査事業 

事業概要 

（ROI対象外） 

SNS評価の良し悪しを問わず、口コミを奨励することで、消費や来訪意欲

を向上させるための取組。ソーシャルインサイトを年間契約している。 
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事業名称 
リアル出展プロモーション 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日）　　 

報告担当者 横葉　純一 

事業内容 

（１）国内のイベントや催事への出展 

（２）関連企業との連携を活用した福島市の認知度向上 

■出展イベント（来場者数） 

１．やついフェス（２万人） 

　O-EAST等渋谷エリア９つの音楽ホール等をジャックして約200組の

アーティストや芸人が出演する音楽イベント。サクランボの販売や桃

グッズ等の販売を通じて観光ＰＲを行った 

２．ＭＯＭＯテラス（3000人） 

　京都市伏見区桃山地区にあるショッピングセンター「ＭＯＭＯテラ

ス」内での桃の販売促進イベントへ出展。福島市の他岡山県なども出

展。桃約3000個を販売。 

３．仙台市moreTOHOKUマルシェ（約5000人） 

　東北の交流人口の拡大とまちの賑わい創出を図るため、東北の自治
体や観光協会等が出展。桃の実販売と桃フローズンの販売を通じて、
福島市の桃のＰＲを行った 
４．LIVE AZUMA 
　あずま総合運動公園で開催された音楽フェスへの出展。観光PRと桃
フローズンの販売 
５．仙台駅構内福島市PRブース 
　プレDCの開催直前の告知を目的にJR福島駅・JAふくしま未来と協業
し、仙台駅構内2階イベントスペースで福島市の農産物販売とプレDCの
告知活動を行った 

事業目的 

首都圏、関西圏、仙台圏での福島市の観光の魅力を発信し、観光地福島

市の認知度向上を目指し、出展ＰＲ活動を実施するとともに、福島市を

代表する果物「桃」の販売会や、桃ジュース・フローズンの販売を通じ

たふくしまフルーツホリデイのＰＲを行う 

事業目標（KPI） 
（１）イベント参加・出展件数　5件 

（２） 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

・主催：当会 

・事業連携：JR福島駅、福島中央青果卸売株式会社、JAふくしま未来、

観光農園協会事業者 

売上／年       2,170,829円 

費用／年       2,851,254円 

売上総利益／年               0円 

公益事業補助金投入額／年               0円 

協会自主財源投入額／年         680,425円 

事務局員対応延べ人数／年  職員のべ28人日 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.62 

　2,170,829÷3,501,254円（事業費2,851,254円＋人件費650,000円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 
　商品販売に係る仕入れ事業者　10社 

地域への波及効果内容 
販売用物品の仕入れ購入による直接効果 

観光ＰＲを介して商品及び観光施設等の紹介 

メディア報道回数／年 ・テレビ報道（宮城県内テレビ局夕方ニュース）3件 

メディア報道広告効果／年         792,000円 

SNS・WEB発信回数／年 － 

SNS・WEBリーチ人数／年 － 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　　総数／年 
来訪者数：1,650人（ブース内来場及び購入者数） 
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地域への波及効果（額） 

合計効果          2,962,829円 

直接効果          2,170,829円 

間接効果            792,000円（来場者に対する波及効果も含む） 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　0.84 

　　　2,962,829円 ÷3,501,254円 

特記事項 なし 

 

 

事業名称 
新幹線来訪者へのウェルカム演出（列車発車メロディ） 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

事業概要 

（ROI対象外事業） 
福島駅発車メロディを古関メロディにするためのJASRAC利用料 

 

 

事業名称 
福島市観光ガイドブック等の制作 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

事業概要 

（ROI対象外事業） 

福島市への観光客誘致活動を実施するにあたり、本市の持つ観光資源や

モデルコースを掲載したパンフレットを作成し、本誌の魅力を紹介する

とともに、本市への旅行意欲を刺激し誘客につなげる。 

・花見山ガイドマップ日本語（4.5万部） 

・花見山ガイドマップ英語（8千部） 

・乳白バック（2万枚） 

 

 

事業名称 新・福島市観光ガイドブック制作 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

事業概要 

（ROI対象外事業） 

最も需要の高い「福島市観光ガイドブック」をデザインも含めて全面改

訂。完成した「新福島市観光ガイドブック」は市内の観光関係施設等へ

広く配布して、本市の魅力を紹介するとともに、本市への旅行意欲を刺

激し誘客につなげる。 

・福島市観光ガイドブック（4万部） 

 

6-1-5　「ＭＩＣＥ誘致」　戦略事業 

事業名称 
ＭＩＣＥ誘致支援 

（令和6年4月1日～令和7年3月31日） 

報告担当者 村田　崇 

事業内容 

国際、国内ＭＩＣＥの開催を福島市に誘致するため、大会主催者である

各種学会、大学教授、研究者、ミーティングプランナーなどへ継続的な

営業活動を行う。また、年に数回開催されるＭＩＣＥ商談会にも福島市

の担当課と共に積極的に出展し、誘致活動を行う。また、開催支援につ

いても補助金を始め、各種支援メニューの開発、提供を行っている。 

事業目的 
・ＭＩＣＥ開催中における市内への経済波及効果の最大化 

・開催後の関係人口、交流人口の構築 

事業目標（KPI） 

①営業・商談件数 50 件 

　（実績：72件、達成率144％） 

②開催支援対応件数（補助金含） 30 件 

　（実績：38件、達成率127％） 

③福島市での開催における目的、メリット、魅力などを紹介し、 

　開催実現につなげる。 

④開催支援を通して、地元ステークホルダーへの利益貢献 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

主催：福島市観光コンベンション協会 

協力：福島市（コンベンション推進課）　 
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売上／年               0円 

費用／年       3,383,818円 

売上総利益／年               0円 

公益事業補助金投入額／年       3,000,000円 

協会自主財源投入額／年         383,818円 

事務局員対応延べ人数／年 職員2名　4,036,000円 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00​
　　　0円 ÷（事業費 3,383,818円＋人件費 4,036,000円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 
市内19社 

地域への波及効果内容 

開催誘致、支援に関わる物品購入（日本酒、ジュース、菓子、記念品

等）、会場内での物品販売（果物、弁当、お菓子等）、歓迎アトラク

ション、交通手配（大型バス）等 

メディア報道回数／年 　－ 

メディア報道広告効果／年 　－ 

SNS・WEB発信回数／年 　－ 

SNS・WEBリーチ人数／年 　－ 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　　総数／年 
　－ 

地域への波及効果（額） 

合計効果　        1,685,472円​
直接効果　        1,685,472円​
間接効果 　　　　　　　　 0円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　0.22​
　　　1,685,472円 ÷（3,383,818円＋4,036,000円） 

特記事項 
開催地選定における現地視察計3件を実施（内1件は福島市での開催決

定） 

 

 

6-2　補助金活用事業 

事業名称 

【国補助】地域一体となった観光地・観光産業の 

　　　　　　　　　　　　　再生高付加価値化事業/面的ＤＸ推進 

（令和6年4月1日～12月31日） 

報告担当者 三宅　晃司 

事業内容 面的ＤＸ推進事業 

事業目的　　　　　　　　

　　 

宿泊施設の生産性改善やCS向上を目的として、PMSの導入促進を図るほ

か、宿泊施設や当協会が保有している観光関連データの可視化とフィー

ドバックを行う 

事業目標（KPI） 
・データ連携施設数20施設​
・データを用いた戦略立案スキルの取得 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

・観光庁「地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化事

業」　を活用して実施​
・実施主体：福島市観光コンベンション協会  

・委託事業者：㈱AreaLinc、紫彩 

売上／年               0円 

費用／年       5,501,100円 

売上総利益／年               0円 

公益事業補助金投入額／年       2,500,000円 

協会自主財源投入額／年       3,001,100円 

事務局員対応延べ人数／年 1名　1,200,000円 
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協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.00 

　　　0円 ÷（5,501,100円＋1,200,000円） 

経済波及効果を 

　　　受けた事業者数／年 
10社（データ連携施設） 

地域への波及効果内容 

データ連携し、稼働率の可視化を進めたほか、当会で保有している各種

データの可視化と公開を行い、レベニューマネジメント等に生かしてい

ただいている。 

メディア報道回数／年 － 

メディア報道広告効果／年 － 

SNS・WEB発信回数／年 － 

SNS・WEBリーチ人数／年 － 

来場者・購入者・申込者 

　　　　　　　　総数／年 
－ 

地域への波及効果（額）                           0円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　0.00 

　　　0円　　　 ※ＥＢＭの基盤となるデータを提供する点で 

　　　　　　　　　波及効果はあるが、数値化しづらい　 

特記事項 令和5年度からの2か年事業 

 

 

事業名称 
【国補助】ＤＭＯ版ＯＴＡ兼ＣＲＭ汎用モデルの構築事業 

（令和6年4月1日～令和7年2月28日） 

報告担当者 三宅　晃司 

事業内容 ＤＭＯ版ＯＴＡ兼ＣＲＭ汎用モデルの構築事業 

事業目的　　　　　　　 

「福島市観光ノート」内で宿泊予約ができる機能を保有するとともに、

本予約機能を通じた顧客情報やその他協会保有の顧客情報を一元管理

し、マーケティングできる機能を実装する。 

事業目標（KPI） ・販売宿泊施設数10施設(R6末) 

事業協力体制 

(主催・共催・協賛・後援) 

　観光庁「全国の観光地・観光産業における観光DX推進に関するマーケ

ティング強化モデル実証事業」を活用して実施​
・委託事業者：tripla株式会社、株式会社マインドファクトリー 

売上／年         963,830円 

費用／年      14,582,860円 

売上総利益／年               0円 

公益事業補助金投入額／年      16,702,450円 

協会自主財源投入額／年               0円 

事務局員対応延べ人数／年 3名　※本事業に係る人件費は補助金の中より拠出 

協会収益ROI 
ＲＯＩ　0.06 

　　　963,830円 ÷（14,582,860円＋0円） 

経済波及効果を 

　　受けた事業者数／年 
－ 

地域への波及効果内容 

福島市観光ノート内に予約機能を持つことで、宿泊事業者が割安な手数

料で販売チャネルを増やせるほか、地域一体となった顧客管理とマーケ

ティングを行うことができる。 

メディア報道回数／年 5回（民報2回、民友2回、毎日1回） 

メディア報道広告効果／年 5,220,000円 

SNS・WEB発信回数／年 2回 

SNS・WEBリーチ人数／年 0回 

来場者・購入者・申込者 予約件数　19件 
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　　　　　　　総数／年 

地域への波及効果（額） 

合計効果       　11,403,830円​
直接効果       　 6,183,830円​
間接効果          5,220,000円 

地域への波及効果換算額に

対するROI 

ＲＯＩ　0.78 

　　　11,403,830円 ÷（14,582,860円+0円） 

特記事項 
※R6年度の投資額は、開発費が主であり、次年度以降は固定費支出 

　が年50万円(税別)となる。　 
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7-1　新聞掲載実績 

＜福島市観光案内所＞ 

掲載日 新聞名 タイトル 

5.11(土) 福島民報 ストラップ作ろう！ＪＲ福島駅　観光案内所で体験会 

5.21(火) 福島民友 疲れ癒すマッサージ 

8.15(金) 福島民報 移住相談窓口あすまで開設 

9.20(金) 福島民友 ベトナム災害支援へ４か所に募金箱設置 

12.17(火) 福島民報 福島市ふるさと納税返礼品ももりんグッズ登録 

＜西口大型ビジョン＞ 

掲載日 新聞名 タイトル 

5.14(火) 福島民報 地元力士に声援　福島駅西口で放映 

5.14(火) 福島民友 若元春に熱い声援　福島でパブリックビューイング 

5.27(月) 福島民報 大波３兄弟に声援　ＪＲ福島駅西口でパブリックビューイング 

5.27(月) 福島民友 福島駅前で熱い声援 

11.25(月) 福島民友 来場所、兄弟三役期待 

11.25(月) 福島民報 九州場所千秋楽パブリックビューイング 

1.13(月) 福島民友 福島でも活躍に歓声【西口エールビジョン】 

1.13(月) 福島民報 福島でパブリックビューイング市民ら声援【西口エールビジョン】 

＜ふくしまバリアフリーツアーセンター＞ 

掲載日 新聞名 タイトル 

4.14(日) 朝日新聞 視覚障がい者が花見山を楽しむ 

9.4(水) 福島民報 バリアフリー推進を 

9.15(金) 福島民友 心のバリアフリー宿泊施設現状共有 

2.13(木) 福島民友 車いすバス乗車課題や悩み共有 

2.13(木) 福島民報 バリアフリー理解深める 

＜福島市ふるさと納税＞ 

掲載日 新聞名 タイトル 

7.26(金) 福島民報 福島市の返礼品「墓じまい」登場 

7.26(金) 福島民友 福島市、返礼品に墓じまい 

1.9(木) 福島民友 ふるさと納税 20億円超 

1.16(木) 福島民報 ふるさと納税 20億円 

＜ＵＦＯ研究所＞ 

掲載日 新聞名 タイトル 

5.16(木) 福島民報 地酒開発や関連都市連携　ＵＦＯも人も来て 

5.16(木) 福島民友 ＵうまいＦ福島のＯお酒開発へ 
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5.27(月) 福島民友 宇宙人も夢中⁉酒米植え　ＵＦＯの里づくり第１弾 

5.28(火) 福島民報 水田に「夢の香」植える 

6.22(土) 福島民友 あすＵＦＯの日まつり 

7.3(水) 福島民友 銀河イメージの酒　名称募る 

7.5(金) 福島民報 ＵＦＯ地酒 名称募集 

9.15(日) 福島民友 ＵＦＯの里酒米稲刈り 

9.20(金) 福島民報 地酒、12月にも誕生 

10.11(土) 福島民友 ＵＦＯの里＋名物円盤餃子 

10.14(月祝) 福島民報 地酒の名は「宙飛ぶ宴絆」 

11.8(金) 福島民友 あす、10日「ＵＦＯフェス」 

11.10(日) 福島民報 「宇宙人」が列　福島市飯野でＵＦＯフェス 

11.10(日) 福島民友 飯野に「宇宙人」100人　フェス全国からファン集う 

11.12(火) 福島民友 「宇宙人」飯野を満喫 

12.17(火) 福島民報 宇宙人も絶賛!?の地酒誕生 

12.17(火) 福島民友 宇宙が見えるＵＦＯ酒 

＜ふくしまピーチホリデイ＞ 

掲載日 新聞名 タイトル 

5.12(日) 毎日新聞 おいしいのに輸送できない…完熟の桃を味わって 

6.4(火) 福島民報 桃の秘密分かった 

6.6(木) 毎日新聞 「桃の実かわいい」 福島児童らが農作業体験 

6.8(土) 福島民友 モモの成長 秘密学ぶ　福島の果樹園 小学生ら農業体験 

6.29(土) 福島民報 「ももまみれ図鑑＆ＭＡＰ」完成 8品種擬人化、魅力紹介 

7.1(月) 毎日新聞 福島市を「桃まみれ」に 

7.3(水) 日本農業新聞 桃をテーマに誘客 

7.6(土) 福島民報 台湾からいっそう誘客を 県が現地で観光商談会 

7.7(日) 福島民友 見つけて推しモモ　キャラ化品種ごとＰＲ 

7.13(土) 福島民報 特別メニューや桃狩り満喫を ピーチホリデイ開始 

8.17(土) 福島民友 桃収穫「甘さの違い驚き」 

10.16(土) 福島民報 モモで福島市の観光を盛り上げる 

11.27(水) 毎日新聞 規格外の桃ピューレに 

12.11(水) 日本農業新聞 果実の加工技術 農家などが学ぶ 

12.14(土) 毎日新聞 果樹園で収穫手伝い 

1.27(月) 福島民友 規格外のモモを逸品に 

1.27(月) 福島民友 甘みや香り生かしピューレ開発 

＜ふくしまアップルホリデイ＞ 

掲載日 新聞名 タイトル 

10.25(金) 福島民報 夜の果樹園　幻想的 

10.26(土) 福島民友 夜の果樹園　リンゴきらり 

11.19(火) 福島民友 アップルホリデイ2024　(奥の細道コーナー) 

31 



＜協会事業＞ 

掲載日 新聞名 タイトル 

6.15(土) 福島民友 ビジネスイベントの誘致推進 

6.18(火) 福島民報 多様性から観光学ぶ　しいたけクリエイティブ本郷さんが講演 

7.12(金) 福島民友 独自システムで宿泊予約機能 

7.12(金) 福島民報 ウェブサイト「福島市観光ノート」旅館、ホテル予約・決済可に 

2.19(水) 福島民友 宿泊予約機能を追加　福島市観光サイト　直接的な集客へ 

3.20(木) 福島民報 ウェブサイトに旅館・ホテルの予約機能を追加　 

3.24(月) 毎日新聞 福島の宿泊予約おまかせ　市観光協会　人気サイトさらに充実 

＜その他＞ 

掲載日 新聞名 タイトル 

5.20(月) 福島民友 ロケ誘致拡大目指す　福島市推進会議 

7.6(土) 福島民報 台湾から一層誘客を　県が現地で観光商談会 

8.10(土) 福島民友 福島市きょうから移住相談窓口設置　 

8.21(水) 福島民友 本県舞台ＳＦ青春映画　「海猿」安藤親広氏製作へ 

8.21(水) 福島民報 本県舞台に製作へ　ＳＦ青春ラブコメディー映画 

8.30(金) 福島民友 福島の撮影スポット紹介　映像関係者招きツアー 

8.30(金) 福島民友 台湾の旅行会社福島市の観光地を視察　(奥の細道コーナー) 

9.4(水) 福島民報 福島の魅力体感して　温泉や果樹園台湾旅行会社視察ツアー 

9.12(木) 福島民報 県産モモ直営店設置　タイ・バンコクフードシステム 

9.12(木) 福島民友 知事、タイで観光誘客　日系スーパーでモモを試食販売 

9.12(木) 福島民友 県産果物、タイへ輸出拡大へ　高級スーパーに専門店 

11.21(木) 福島民友 岳温泉で台湾観光商談　県内初、旅行会社に魅力発信 

11.21(木) 福島民報 県ＤＭＯ連絡協が発足　ＤＣへ観光連携強化 

11.21(木) 福島民友 観光７団体、誘客へ連携　県ＤＭＯ連絡協が発足 

3.8(日) 福島民友 「国際会議観光都市」認定へ　福島市、学会など誘致加速 

3.31(月) 福島民友 ロバート秋山さん飯野訪れ番組撮影 

 

7-2　テレビ等放送実績 

＜ふくしまバリアフリーツアーセンター＞ 

放送日 メディア名 タイトル 

4.13(土) 福島テレビ 
「桃源郷」の花見山が見頃で多くの観光客 

　　　　　　　　　　五感で楽しむ視覚障がい者向けツアーも 

4.15(月) 福島中央テレビ 
【花の匂いをかいで、触って…】 

　　花見山で視覚に障がいがある人対象の花見ツアー・福島 

4.17(水) 福島放送 
【ふくしまみんなのSDGs】 

　　視覚がい碍者も楽しめる花見山ツアー 

5.5(日) 福島中央テレビ 
「ふくしま未来ストーリー」　 

　　花見山で視覚に障がいがある人対象の花見ツアー(再放送) 

＜ふるさと納税＞ 

放送日 メディア名 タイトル 

8.2(金) テレビユー福島 福島市の取り組みで墓じまい 
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＜ふくしまピーチホリデイ＞ 

放送日 メディア名 タイトル 

7.17(水) ＮＨＫ はまなかあいづ　御とめ湯り　桃メニュー紹介 

＜ふくしまアップルホリデイ＞ 

放送日 メディア名 タイトル 

11.18(月) 福島中央テレビ 
スイーツや料理…とことんリンゴを味わう 

　　　　　　　　　　　　　　　　ふくしまアップルホリデイ 

12.4(水) 福島中央テレビ ピーチマンカフェ、Ｏｎｃａｆｅ　アップルホリデイ 

＜ロケツーリズム＞ 

放送日 メディア名 タイトル 

5.3(金祝) ＮＨＫ 
「ＬＩＦＥ！春」2024「君の声が聴きたい」 

　　　　　　　　　　　　　　プロジェクトとのコラボＳＰ 

＜その他事業＞ 

放送日 メディア名 タイトル 

8.30(金) 東日本放送 
旬の果物で東北の魅力を発信 

　仙台・一番町で食のマルシェ　～moreＴＯＨＯＫＵマルシェ 
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当会事業を円滑に実施するために開催した会議 

　会議名称 　時期 　場所 　内　容 

第１回最高経営会議​
（ボード会議） 

5月22日 
キョウワグループ・ 

テルサホール 

通常総会の開催について 

就業規則の改定について　他 

第１回理事会 5月27日 
キョウワグループ・ 

テルサホール 
令和６年度通常総会提出議案　他 

通常総会 6月4日 
エルティウェディング 

･パーティエンポリアム 

令和５年度事業報告 

令和６年度事業計画（案）他 

第２回最高経営会議 

（ボード会議） 
8月19日 

キョウワグループ・ 

テルサホール 

第２回理事会の開催について 

ＭＩＣＥ開催情報の会員への提供について 他 

第２回理事会 8月28日 
キョウワグループ・ 

テルサホール 

ふくしまＤＣ、大ゴッホ展について 

新規入会希望者審査について　他 

第３回最高経営会議 

（ボード会議） 
12月19日 

キョウワグループ・ 

テルサホール 

第３回理事会の開催について​
大阪万博への出展について 他 

第３回理事会 12月23日 
キョウワグループ・ 

テルサホール 

令和７年度事業概要の方向性について​
海外プロモーション報告について　他 

第４回最高経営会議 

（ボード会議） 
3月17日 

キョウワグループ・ 

テルサホール 

第４回理事会の開催について​
役員等の異動と次期方向性について　他 

第４回理事会 3月25日 
キョウワグループ・ 

テルサホール 

令和７年度事業計画及び事務局体制について​
福島市観光ノート連動予約システムの運用開始

について　他 

 

 

  

 

 

本市の観光振興に寄与すると認められる事業 

　 事業名称 開催日 場所 主催者 

1 ウォークラリー福島大会2024 5/26 福島市中心市街地 特定非営利活動法人福島市

レクリエーション協会 

2 ふくしま手づくりマルシェ2024 5/25～26 あづま総合 

運動公園 

手づくりマルシェ 

実行委員会 

3 第23回福島県理学療法士会 

学術集会 

10/14 パルセいいざか 一般社団法人 

福島県理学療法士会 

4 ふくしまミートフェスティバル

2024 

7/5～7 まちなか広場 ふくしま食堂実行委員会 

5 第35回ほろ酔いウォーク2024 7/5～6 飯坂温泉街 ほろ酔いウォーク 

実行委員会 

6 第19回福島きて！みて！ 

　　　　　呑んでラリー2024 

8/27～28 福島駅前 福島きて！みて！呑んで 

ラリー実行委員会 
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7 第13回小学生ポスター展 9/21～29 こむこむ1階 

にぎわい広場 

非営利活動法人 

子ども未来クラブ 

8 道の駅ふくしまがやってきた 

in武蔵浦和SKY＆GARDEN 

7/14 武蔵浦和SKY＆

GARDEN 

福島市フルーツエリア観光

推進協議会 

9 道の駅ふくしまがやってきた 

inパークタワー晴海 

7/21 パークタワー晴海 福島市フルーツエリア観光

推進協議会 

10 福島夏祭り 

（ふくしま花火大会 

　　　　・福島わらじまつり） 

花火大会： 

7/27​
わらじまつり

：8/2～4 

花火大会： 

信夫ヶ丘緑地、 

信夫ヶ丘球場​
わらじまつり： 

国道13号信夫通り 

、駅前通り、羽黒 

神社 

福島夏祭り実行委員会 

11 ふくしまシルクロードの旅 

～武蔵浦和SKY＆GARDEN発着プラ

ン～ 

9/7～8 武蔵浦和SKY＆

GARDEN、福島市、

二本松市、川俣町 

福島市フルーツエリア観光

推進協議会 

12 ファッションキュレーターと巡

るふくしまシルクロードの旅 

9/11～13 福島市、二本松市 

、川俣町 

福島市フルーツエリア観光

推進協議会 

13 ふくしまシルクロードの旅 

～パークタワー晴海現地集合型

プラン～ 

9/14～15 パークタワー晴海 

、福島市、二本松

市、川俣町 

福島市フルーツエリア観光

推進協議会 

14 福の森クラフトフェア 11/16～17 道の駅ふくしま 福の島クラフトフェア 

実行委員会 

15 第13回あづまTeshi-got市場 10/26～27 あづま総合運動 

公園イチョウ並木 

あづまTeshi-got市場 

実行委員会事務局 

16 第58回全国ろうあ青年 

研究討論会inふくしま 

11/2～4 福島学院大学宮代

キャンパス・ 

駅前キャンパス 

一般社団法人全日本 

ろうあ連盟青年部 

17 ふくしま地酒の陣2024 11/29～12/1 まちなか広場 並木通り商店街振興組合 

18 つながるフェスタ 11/2～3 道の駅ふくしま 福島県県北地方振興局 

19 ふくしま絹の道フェスタ 

with民家園ふれあいまつり 

11/4 福島市民家園 福島市フルーツライン 

エリア観光振興協議会 

20 わんわんウォーク2024in福島 11/23 まちなか広場 「わんわんウォーク2024 

　　in福島」実行委員会 

21 道の駅ふくしま×菊地製作所 

連携イベント～熱気球で紅葉散歩

とロボット見学in福島おおざそう

インター工業団地 

11/3 ㈱菊地製作所 

おおざそう研究所 

福島市フルーツライン 

エリア観光振興協議会 

22 ふくしまシティハーフマラソン

2025 

2025/5/18 誠電社 

WINDYスタジアム 

(信夫ヶ丘競技場) 

ふくしまシティ 

ハーフマラソン実行委員会 

23 2025ふくしま花ウォーク 2025/4/5 まちなか広場 実湧満彩ふくしま路 

ウォーク運営委員会 
第27回ふくしま吾妻荒川・​
　　　花見山ツーデーマーチ 

2025/4/5～6 

24 第22回飯坂温泉太鼓まつり 2025/3/9 パルセいいざか 飯坂温泉太鼓まつり 

実行員会 

25 飯坂温泉ミュージック 

フェスティバル 

「おと酔いウォーク2025」 

2025/4/12 飯坂温泉街 おと酔いウォーク 

実行委員会 
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26 第25回しのぶの里 

　　　　　　フォトコンテスト 

～2025/6/30 ― 公益財団法人 

福島市振興公社 

27 YouTube番組「アカペラ温泉」 2025/4/1 

　　　～6/30 

（配信予定） 

― 株式会社ケンオリ 

28 ビアフェスふくしま2025 2025/5/30 

　　　～6/1 

まちなか広場 ビアフェス実行委員会 

29 ふくしま手づくりマルシェ2025 2025/5/24 

　　　　～25 

あづま総合 

運動公園 

ふくしま手づくりマルシェ 

実行委員会 

30 第21回クマガイソウの里まつり 2025/5/3～18 福島市松川町水原

地区鎌倉山地内 

水原の自然を守る会 
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令和６年度 収支決算について 

 
                     自　令和　６年　４月　１日  

         　  　　　  至　令和　７年　３月３１日 
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